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研究成果の概要（和文）：2007年より、デジタル化の進展を生かした比較演劇の研究手法確立

を目指して「アジアにおけるシェイクスピア上演ウェブ・アーカイブA|S|I|A(Asian Shakespeare 

Intercultural Archive)」の構築を開始したが、本研究では、ウェブ・アーカイブのコンテンツ

（アジアにおけるシェイクスピア上演作品映像と上演に関する資料等）と詳細な上演作品分析デ

ータ、ウェブ上の機能の充実を図った。 

 また、研究成果の国際的発信を行うと同時に、研究者や演劇関係者の国際的なネットワーキン

グ形成に努め、アジアにおけるインターカルチュラルなシェイクスピア上演研究のさらなる可能

性を模索した。 

 
研究成果の概要（英文）：In 2007 we started creating a web archive of Asian Shakespeare 

productions, Asian Shakespeare Intercultural Archive (A|S|I|A ), to promote comparative 

theatre studies in the age of digitalization. Since then we have improved the streaming 

video footage, detailed data concerning productions and digital collection of theatrical 

materials, and database functions. 

  We have also reported issues surrounding digitized Shakespeare productions at 

international conferences and fostered an international research network among scholars 

and practitioners to further develop the field of Asian Shakespeare intercultural 

performance studies. 
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１． 研究開始当初の背景 
 シェイクスピア上演研究の進展とウェ

ブ・アーカイブによる上演研究の可能性： 
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 シェイクスピア上演研究において、欧米に

遅れをとっていたアジアでも、1990年代以

降、様々な上演研究が活発に行われるように

なってきた。その流れの一つとして、本研究

の先行研究「アジアにおけるシェイクスピア

上演アーカイブの構築」（基盤研究（C）

2007-2009 課題番号19520291 ）は、デジ

タル化時代にふさわしい新たな演劇研究の

可能性を探るべく、アジア諸国のシェイクス

ピア上演映像とそれに関わる様々な資料を

一括して収蔵したウェブ・アーカイブ

A|S|I|A (Asian Shakespeare 
Intercultural Archive) を構築した。欧米の

シェイクスピア上演ウェブ•アーカイブの多

くは、写真や上演記録を中心としており、ま

た、映像を収めてあっても字幕付きではない。

A|S|I|Aは、アジア初のシェイクスピア上

演アーカイブであるだけでなく、上演作品の

映像全編に三か国語（英語、日本語、中国語）

の字幕を付けた、極めてユニークなウェブ•
アーカイブと言える。 
 A|S|I|Aに関連した研究発表や報告を国

内外の学会で行った際、このウェブ•アーカ

イブのコンテンツをさらに充実させ、シェイ

クスピア上演研究と教育にさらに貢献する

要請を受けたことを契機に、本研究は開始さ

れた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、アジアにおけるインターカルチ
ュラルなシェイクスピア上演研究の核とな
るウェブ・アーカイブ A|S|I|A のコンテン
ツと機能をさらに充実させ、日本とアジア諸
国、アジア諸国と世界のシェイクスピア上演
の比較研究及び教育を発展させることを目
的とした。 
 また、インターカルチュラルな比較演劇研
究に不可欠な演劇研究者の国際的なネット
ワーク強化もめざした。 

 
３．研究の方法 
（1）国際共同プロジェクトチームによる共
同作業 
 アジアにおけるシェイクスピア上演ウェ
ブ・アーカイブ構築という大規模な国際プロ
ジェクトを一国の研究者のみで実行するこ
とは困難であるため、アジア演劇のプロジェ
クトを計画中の次の機関と協力し、国際共同
プロジェクトとしてアーカイブの充実と活
用を行うこととした。 
・ シンガポール国立大学（シンガポール） 
・ Soonchunhyang University 順天郷大

学校 (大韓民国) 
 

（2）アーカイブコンテンツと機能の充実 

 日本、台湾、中国、韓国、シンガポール等

の東南アジアにおけるシェイクスピア上演

の作品映像資料とその著作権の獲得、プログ

ラム等の上演に関する資料収集、各上演の詳

細な分析データ作成、コンテンツのデジタル

化を継続して行った。 
 
（3）研究集会の開催と研究成果の国際的発

信 
 国際共同プロジェクトチームによる定期

的な研究集会を開催し、アーカイブコンテン

ツの充実とその活用方法等について検討し

た。 
また、国内外の学会で、A|S|I|A構築の

進行状況を報告するとともに、ウェブ•アーカ

イブを利用した上演研究の意義や問題点、活

用事例等について報告した。 
                       

４．研究成果 
（1）アーカイブコンテンツの充実 
 ウェブ・アーカイブ A|S|I|A は、主に、

シェイクスピア上演作品映像資料と上演作

品の詳細な分析データ（メタデータ）から構

成されている。 
 2012 年 3 月までに、日本、台湾、中国、

シンガポール、韓国、マレーシアの劇団より

計 51作品の上演映像及び著作権を取得した。

そのうち、34 作品は既にウェブ上での上演映

像及び分析データの公開が終了しており、残

り 17 作品はデータ分析の終了後、2013 年７

月に公開予定である。 
 現在ウェブ・アーカイブ A|S|I|A で公開

している主な上演作品は以下の通りである。 
 
［日本］ 
 『アテネのタイモン』、シェイクスピア・シ
アター、出口典雄演出、（1996 年） 
 『真夏の夜の夢』、劇団昴、 三輪えりか演
出、（2006 年） 
 『ハムレット』、りゅーとぴあ能楽堂シェ
イクスピア、 栗田芳宏演出、（2007 年） 
 『 ク ・ ナ ウ カ で 夢 幻 能 な オ セ ロ ー
OTHELLO 』、ク・ナウカ シアターカンパ
ニー、宮城聡演出、（2007 年） 
 『シンベリン』、子供のためのシェイクス
ピアカンパニー、 山崎清介演出、（2008 年） 
 
［韓国］ 
 『コリオレーナス』、Hwadong Theatre 
Company、LEE Hyon-u（演出）、（2005 年） 
 『麻浦の黄富者』、劇団ミチュウ、ソン・
ジンチェク演出、（2005 年） 
 『ロミオとジュリエット』、劇団木花、オ・
テソク演出、（2005 年-） 
 



［中国］ 
 『大将軍コー・リウラン（寇流蘭）』、北京
人民芸術劇院、リン・ツァオファ（林兆華）
演出、（2007 年） 
 『欲望の王国』、当代伝奇劇場、ウー・シ
ンクォ（呉興国）演出、（1986-2010 年） 
 
［シンガポール］ 
 『リア』、国際交流基金、オン・ケンセン
（王景生）演出、（1997 年）  
 『サーチ：ハムレット』、Theatre Works、
オン・ケンセン（王景生）演出、（2002 年） 
 
［マレーシア］ 
 『マヨン ティティス・サクティ 魔法の
しずく』、Actors Studio、Norzizi Zulkifli 演
出、（2009 年） 
 
 
（2）研究成果の国際的発信と国際的なネッ

トワーキンング 

○1 研究集会・報告会の開催 

 科研プロジェクトチーム（群馬大学、名古
屋市立大学）、シンガポール国立大学プロジ
ェクトチーム、大韓民国 Soonchunhyang 
University（順天郷大学校 ）チームは、以
下の通り共同で定期的に研究集会や報告会
を開催し、アーカイブコンテンツの充実と活
用方法を検討した。また、比較上演研究に関
する情報交換も行った。 
 

・2010年6月 シンガポール国立大学において

コンテンツと機能の充実を目的に、打ち合わ

せ及びワークショップを実施した。 

・2011年6月 プラハのカレル大学で開催され

た第９回国際シェイクスピア学会のパネル・

セッションで、A|S|I|A構築の報告と活用研

究事例の報告を行った。 
・2012 年 6 月 国立台湾大学主催の第 6回台

湾シェイクスピア学会で A|S|I|A 活用事例

報告のワークショップを実施した。 

 

○2 研究成果の発信と国際的なネットワーキン

グ 

 国内外の学会でA|S|I|A構築状況を報告

するとともに、ウェブ・アーカイブを利用し

た上演研究の意義や問題点について意見交換

を行った。（発表の詳細については、５.主な

発表論文等の〔学会発表〕の項参照。） 

 

（3）成果の位置づけ 
 MIT の Global Shakespeares やケンブリ

ッ ジ 大 学 出 版 局 の Cambridge World 
Shakespeare Online 等シェイクスピア上演

に関するデジタルアーカイブの構築が進む

中、ウェブ・アーカイブ A|S|I|A にも国内

外の学会から高い関心が寄せられた。 
 シェイクスピア上演研究及び教育における

ウェブ・アーカイブ活用事例の報告要請によ

り、前述の通り、第９回国際シェイクスピア

学会、第 6回台湾シェイクスピア学会の招聘

を受けて研究報告やワークショップを行っ

た。今後も A|S|I|A プロジェクトチームに、

インターカルチュラルな比較上演研究・教育

の分野での先駆的な成果の発信が期待され

ていると言える。 
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